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第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
13
日
か
ら
21
日

ま
で
の
会
期
で
開
会
。

　

初
日
は
、
町
長
、
教
育
長
か
ら
の
行
政
報

告
の
後
、
例
月
出
納
検
査
報
告
、
陳
情
審
査

報
告
（
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
）
ほ
か
３
件

の
報
告
。

　

17
日
は
、５
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇
。

　

18
日
は
、
一
般
議
案
４
件
、
一
般
会
計
補

正
予
算
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
、
意

見
書
案
５
件
を
審
議
し
、
全
て
の
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
18
日
に
閉
会
し
た
。

　

主
な
審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
。

第
２
回
定
例
会
で
審
議
・
可
決
等
さ
れ
た
案
件

６月定例会の様子

【
税
率
改
正
】

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分
お
よ
び

介
護
納
付
金
分
の
税
率
を
改
正
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
伴
う

激
変
緩
和
措
置
】

①
低
所
得
者
に
対
す
る
軽
減
判
定

が
５
年
間
か
ら
恒
久
措
置
に
変
更
。

②
平
等
割
軽
減
措
置
の
対
象
者
に

最
大
５
年
間
軽
減
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
た
が
８
年
間
に
変
更
。

●
報
告

結
果

賛
・
反

・
町
行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

・
例
月
出
納
検
査
報
告

・
平
成
24
年
度
士
幌
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

・
株
式
会
社
士
幌
町
物
産
振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報

告
に
つ
い
て

・
株
式
会
社
ベ
リ
オ
ー
レ
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て

了
承

了
承

了
承

了
承

●
条
例
の
一
部
改
正

結
果

賛
・
反

・
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

可
決

９
・
２

●
一
般
議
案

結
果

賛
・
反

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
議
員
派
遣
の
件

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

●
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算

結
果

賛
・
反

・
一
般
会
計
（
第
１
号
）

可
決

全
員
賛
成

●
陳
情

結
果

賛
・
反

・
町
道
士
幌
東
６
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
（
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
）

採
択

全
員
賛
成

●
意
見
書

結
果

賛
・
反

・ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分
の

１
へ
の
復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現
を
め
ざ

す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保
障
充
実
な
ど
２
０
１

４
年
度
国
家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・

拡
充
に
む
け
た
意
見
書

・
道
教
委
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」
の
見

直
し
と
地
域
や
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ
く

り
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
求
め
る
意
見
書

・
平
成
25
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意

見
書

・
札
幌
航
空
交
通
管
制
部
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

国保税の改正 国
保
税
条
例
の
改
正

国民健康保険税の条例改正平成25年
第２回

定例会
５年ぶりの改正　医療分は据え置き

反
対
討
論

清
水
秀
雄
議
員

　

改
正
に
よ
り
低
所
得
者
や
中
間

層
の
負
担
が
増
え
る
。
国
庫
負
担

の
引
き
上
げ
を
求
め
て
国
保
財
政

の
健
全
化
に
努
力
す
べ
き
で
あ
り
、

改
正
に
は
反
対
す
る
。

区　分 改正前 改正後

医　 療 　分
（加入者全員）

所得割
資産割
均等割
平等割

4.46%
11.18%
26,400円
28,400円

据え置き
据え置き
据え置き
据え置き

後期高齢者
支 援 金 分

（加入者全員）

所得割
資産割
均等割
平等割

1.48%
9.82%
7,700円
9,700円

2.3%
据え置き
9,500円

11,800円

介護納付金分
（40～64才）

所得割
資産割
均等割
平等割

0.50%
4.30%
8,500円
6,500円

0.58%
据え置き
9,500円
9,200円
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議員研修会（６月27日）

●
報
告

結
果

賛
・
反

・
町
行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

・
例
月
出
納
検
査
報
告

・
平
成
24
年
度
士
幌
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
に
つ
い
て

・
株
式
会
社
士
幌
町
物
産
振
興
公
社
の
経
営
状
況
の
報

告
に
つ
い
て

・
株
式
会
社
ベ
リ
オ
ー
レ
の
経
営
状
況
の
報
告
に
つ
い

て

了
承

了
承

了
承

了
承

●
条
例
の
一
部
改
正

結
果

賛
・
反

・
士
幌
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

可
決

９
・
２

●
一
般
議
案

結
果

賛
・
反

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
辺
地
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

・
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
議
員
派
遣
の
件

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

●
平
成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算

結
果

賛
・
反

・
一
般
会
計
（
第
１
号
）

可
決

全
員
賛
成

●
陳
情

結
果

賛
・
反

・
町
道
士
幌
東
６
線
の
道
路
改
良
に
つ
い
て
（
産
業
厚

生
常
任
委
員
会
審
査
報
告
）

採
択

全
員
賛
成

●
意
見
書

結
果

賛
・
反

・ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
２
分
の

１
へ
の
復
元
、「
30
人
以
下
学
級
」
の
実
現
を
め
ざ

す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保
障
充
実
な
ど
２
０
１

４
年
度
国
家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・

拡
充
に
む
け
た
意
見
書

・
道
教
委
「
新
た
な
高
校
教
育
に
関
す
る
指
針
」
の
見

直
し
と
地
域
や
子
ど
も
の
実
態
に
応
じ
た
高
校
づ
く

り
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
求
め
る
意
見
書

・
平
成
25
年
度
北
海
道
最
低
賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意

見
書

・
札
幌
航
空
交
通
管
制
部
の
存
続
を
求
め
る
意
見
書

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

全
員
賛
成

行 政 報 告

　

３
月
定
例
会
以
降
の
経
過
に
つ

い
て
、
小
林
康
雄
町
長
よ
り
報
告

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
要
約
し
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
防
の
広
域
化

　

５
月
13
日
開
催
の
市
町
村
長
会

議
に
お
い
て
、
国
の
財
政
制
度
を

見
据
え
た
起
債
計
画
の
変
更
を
行

う
と
共
に
本
部
体
制
を
一
部

見
直
す
こ
と
な
ど
を
確
認
。

今
後
は
、
広
域
消
防
運
営
計

画
の
策
定
に
向
け
た
検
討
を

行
う
。

　
　
　
業
共
済
事
業
の

　
　
　
組
織
再
編

　

昨
年
12
月
か
ら
十
勝
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
と
の
再
編
協
議
が
第

２
段
階
に
入
っ
た
。
本
町
の

高
い
加
入
率
や
効
果
的
な
サ
ー
ビ

ス
等
が
維
持
で
き
る
よ
う
検
討
委

員
会
で
強
く
主
張
す
る
と
と
も
に
、

今
後
も
関
係
機
関
等
と
情
報
交
換

を
し
な
が
ら
協
議
し
て
行
く
。

　
　
　
レ
ッ
ツ
光
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
中
士
幌
地
区
９
月
開
始

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
要
請
し
て
い

た
中
士
幌
地
区
の
フ
レ
ッ
ツ
光
サ

ー
ビ
ス
が
９
月
開
始
と
な
る
。
こ

れ
に
よ
り
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

通
信
が
可
能
と
な
り
、
情
報
通
信

の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
す
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
　
陽
光
発
電
所

　
　
　
建
設
工
事

　

士
幌
町
発
祥
の
地
中
士
幌
太
陽

光
発
電
所
建
設
工
事
の
請
負
契
約

を
締
結
。本
年
12
月
末
の
完
成
、

明
年
１
月
か
ら
の
発
電
を
目

指
し
工
事
を
進
め
る
。

　
　
　
易
水
道
事
業
の
整
備

　

本
年
度
は
浄
水
場
の
電
気

設
備
工
事
と
し
て
受
電
設
備
、

取
水
設
備
、
配
水
設
備
と
施

設
制
御
設
備
の
工
事
を
実
施

す
る
。

　
　
　
地
・
水
保
全
管
理

　
　
　
支
払
交
付
金
事
業

　

農
村
部
全
地
域
で
実
施
さ
れ
、

各
保
全
隊
と
も
４
月
に
地
域
内
の

資
源
点
検
を
行
い
今
年
度
の
事
業

計
画
を
策
定
し
、
活
動
に
着
手
し

て
い
る
。
町
は
こ
れ
ま
で
同
様
、

保
全
隊
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。

消農

農

フ

簡
太

賛
成
討
論

服
部
悦
朗
議
員

　

前
回
の
税
率
改
正
か
ら
５
年
が

経
過
し
医
療
費
が
増
加
傾
向
で
歳

出
超
過
の
状
況
で
あ
る
。
制
度
の

維
持
、
国
保
財
政
の
健
全
な
運
営

を
図
る
た
め
適
切
な
措
置
で
あ
り

賛
成
す
る
。

※ 

討
論
後
の
採
決
で
、
反
対
２
人
、

賛
成
９
人
で
原
案
ど
お
り
可
決
。

陳
情
審
査
報
告

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結

一
般
会
計
補
正
予
算

北
海
道
町
村
議
会

議
員
研
修
会
に
参
加

陳
情
件
名　

町
道
士
幌
東
６
線
の

道
路
改
良
に
つ
い
て

陳

情

者
　
代
表
者　

岡
本
達
幸

ほ
か
１
０
０
名

審
査
結
果　

採
択

※ 

委
員
会
報
告
後
の
採
決
で
、
全

員
賛
成
に
よ
り
報
告
ど
お
り
採

択
と
決
定
。

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
７
７
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
70
億
３
２
７
７
万
７
千
円
と

す
る
補
正
予
算
を
可
決
。

　

主
な
補
正
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
総
務
費
】

● 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
助
成
金

 

２
８
０
万
円

● 

防
災
情
報
通
信
設
備
自
動
起
動

装
置
設
置
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　

１
７
１
６
万
円

【
農
林
業
費
】

●
強
い
農
業
づ
く
り
事
業
補
助
金

 

２
６
１
９
万
円

●
明
渠
排
水
工
事

 

１
４
０
０
万
円

●
工
事
支
障
物
件
移
転
補
償
費

 

１
３
０
０
万
円

【
教
育
費
】

● 

小
学
校
施
設
設
備
改
修
工
事

 

１
７
０
万
円

● 

都
市
小
学
校
交
流
活
動
助
成
金

 

４
０
万
円

● 

野
球
グ
ラ
ン
ド
用
照
明
電
源
設

置
工
事 

３
８
万
円

【
災
害
復
旧
費
】

●
道
路
補
修
委
託
料

 

２
０
０
万
円

工

事

名　

士
幌
町
簡
易
水
道
事

業
に
伴
う
電
気
設
備
工
事

契
約
金
額　

６
５
１
０
万
円

契
約
相
手　

㈱
東
芝
北
海
道
支
社

工
　
　
期　

平
成
26
年
３
月
10
日

契
約
方
法　

指
名
競
争
入
札

　

６
月
27
日
、
札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
全
道

町
村
議
会
議
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も

全
議
員
が
参
加
。

　

研
修
会
で
は
、
講
師
の
慶
応
義

塾
大
学
教
授　

片
山
善
博
氏
が
「
議

会
改
革
に
期
待
す
る
」
と
題
し
て
、

ま
た
、
政
治
ア
ナ
リ
ス
ト　

伊
藤

惇
夫
氏
が
「
今
後
の
政
局
・
政
治

展
望
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、
参

加
し
た
議
員
は
、
今
後
の
議
会
活

動
に
向
け
て
研
鑽
を
深
め
た
。

●
重
機
借
上
料 

４
０
６
万
円

●
道
路
災
害
復
旧
工
事

 

２
０
２
９
万
円
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質
　
問

厚
生
労
働
省
は
、
要

支
援
１
お
よ
び
要
支
援
２
と
認
定

出村　　寛 議員　　美濃市との災害時相互応援協定について
和田　鶴三 議員　　介護保険支援対策について
飯島　　勝 議員　　士幌町の活性化について  
清水　秀雄 議員　　照明等のＬＥＤ化について
服部　悦朗 議員　　再生可能エネルギーの対応について

東日本大震災時の支援訪問（平成23年６月　大槌町）

質
　
問

政
府
の
地
震
調
査
委

員
会
お
よ
び
中
央
防
災
会
議
で
は
、

姉
妹
都
市
の
美
濃
市
、
本
町
と
も
阪

神
・
淡
路
大
震
災
と
同
規
模
の
被

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
締
結
を

要
支
援
１
・
２
の
方
へ
の

�

支
援
対
策
は

美
濃
市
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
く

町
独
自
の
地
域
支
援
事
業
で
検
討

出村　寛 議
員

和田鶴三 議
員

時
の
相
互
応
援
協
定
締
結
に
つ
い

て
美
濃
市
と
の
協
議
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

質
　
問

本
町
と
し
て
は
ど
の

よ
う
な
支
援
策
が
考
え
ら
れ
る
か
。

小
林
町
長
答
弁

相
手
方
が
ど

ん
な
支
援
を
求
め
て
い
る
か
と
い

う
こ
と
に
応
じ
て
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
美
濃
市

害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
民

間
交
流
や
小
学
生
の
フ
レ
ン

ド
シ
ッ
プ
交
流
な
ど
で
双
方

の
住
民
の
つ
な
が
り
が
深
く

な
っ
て
い
る
美
濃
市
と
、
災

害
時
に
素
早
く
支
援
が
で
き

る
よ
う
に
災
害
時
相
互
応
援

協
定
を
締
結
し
て
は
ど
う
か
。

小
林
町
長
答
弁

平
成
６

年
４
月
30
日
に
美
濃
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
調
印
後
、
双

方
の
住
民
の
交
流
を
通
じ
て

つ
な
が
り
が
強
く
な
っ
て
い

る
。
迅
速
か
つ
効
果
的
な
相

互
支
援
を
行
う
べ
く
、
災
害

さ
れ
た
人
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
、
将
来
は
介
護
保
険
制

度
か
ら
切
り
離
す
こ
と
も
含

め
て
見
直
し
て
い
く
方
針
を

固
め
た
。
介
護
保
険
制
度
か

ら
切
り
離
さ
れ
た
要
支
援
者

は
、
自
治
体
の
支
援
な
く
し

て
は
生
活
が
成
り
立
た
な
い

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の

人
た
ち
に
対
す
る
支
援
対
策

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

小
林
町
長
答
弁

今
回
の

制
度
見
直
し
の
動
向
も
踏
ま

で
大
き
な
被
害
が
あ
れ
ば
市
役
所

機
能
と
災
害
復
旧
の
手
伝
い
等
で
、

職
員
に
限
ら
ず
町
民
の
方
々
の
参

加
も
い
た
だ
い
て
、
復
旧
作
業
等

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
。

え
な
が
ら
、
次
年
度
に
行
う
第
６

期
の
介
護
険
事
業
計
画
お
よ
び
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
の
中

で
、
高
齢
者
の
介
護
予
防
給
付
事

業
と
あ
わ
せ
て
町
独
自
で
行
う
地

域
支
援
事
業
で
の
要
支
援
者
対
策

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

軽体操で介護予防（脳晴ればれ教室）
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質
　
問

本
町
の
活
性
化
に
つ

い
て
、
消
極
的
な
町
民
が
多
い
よ

う
に
感
じ
る
が
、
今
後
、
町
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
町
民
の
ニ
ー

ズ
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
、
具
現

化
し
て
い
く
の
か
。

小
林
町
長
答
弁

協
働
の
町
づ

く
り
を
目
指
す
上
で
、
町
民
の
ニ

ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
、
情

報
を
共
有
す
る
こ
と
、
町
民
の
町

づ
く
り
へ
の
参
画
は
極
め
て
重
要

町民の声を町政に

一般質問
６月定例会では、５人の議員が一般質問に登壇し理事者の考えをただしました。

内容を要約してお知らせします。全文は議会ＨＰに掲載します（９月中旬予定）

平成25年
第２回定例会

春と秋に行われる町づくり懇談会

町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
と

�

そ
の
具
現
化
は

一
緒
に
考
え
、一
緒
に
汗
を
か
き
、一
緒
に
町
づ
く
り

飯島　勝 議
員

で
あ
る
。
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握

は
、
町
づ
く
り
懇
談
会
を
は
じ

め
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
メ
ー
ル
や
出
前

講
座
な
ど
を
通
じ
把
握
に
努
め
て

い
る
。
特
に
、
女
性
や
青
年
の
皆

さ
ん
に
参
画
い
た
だ
く
こ
と
は
重

要
と
考
え
て
お
り
、
女
性
サ
ミ
ッ

ト
、
青
年
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
す
る

と
と
も
に
、
担
い
手
育
成
事
業
も

推
進
し
て
い
る
。

　

ニ
ー
ズ
の
具
現
化
に
つ
い
て

は
、
課
長
会
議
に
お
け
る
検
討
に

加
え
て
オ
ー
タ
ム
ヒ
ア
リ
ン
グ
や

政
策
調
整
推
進
会
議
な
ど
を
設
置

し
て
、
町
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
、
庁

内
の
共
通
認
識
の
形
成
を
行
い
、

具
現
化
を
図
っ
て
い
る
。

質
　
問

協
働
と
は
、
目

標
を
共
有
し
協
力
し
て
仕
事

を
す
る
こ
と
が
言
葉
の
意
味

だ
が
。

小
林
町
長
答
弁

一
緒
に

考
え
、
一
緒
に
汗
を
か
き
、

一
緒
に
町
づ
く
り
し
て
い

く
、
そ
う
い
う
理
念
で
推
進

し
て
い
る
。

質
　
問

要
支
援
１
お
よ
び
２

に
認
定
さ
れ
た
人
は
、
経
済
的
に

大
変
な
負
担
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。安
心
し
て
介
護
が
受
け
ら
れ
、

経
済
的
な
理
由
で
辞
退
す
る
人
が

増
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
今

後
町
と
し
て
も
協
議
の
場
を
つ
く

り
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

小
林
町
長
答
弁

介
護
保
険
制

度
そ
の
も
の
が
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
る
が
、
安
定
し
た

制
度
に
な
る
よ
う
町
村
会
な
ど
を

通
じ
て
強
く
要
望
し
、
必
要
な
人

が
必
要
な
医
療
介
護
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
町
と
し
て
最
大
限
努
力

を
し
て
い
き
た
い
。

消
費
電
力
の
削
減
と

�

経
済
効
果
を

防
犯
灯
は
実
施
、
庁
舎
は
耐
震
化
対
策
と
合
わ
せ
て
検
討 

清水秀雄 議
員

質
　
問

電
気
を
原
子
力
発
電

に
頼
ら
ず
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
転
換
し
て
い
く
努
力
と
同
時

に
節
電
を
積
極
的
に
考
え
る
べ
き

で
あ
る
。
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
公

共
施
設
の
全
て
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
街
路
灯
お
よ
び
防
犯
灯
を
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
費

電
力
の
大
き
な
削
減
と
経
済
効
果

が
得
ら
れ
る
と
考
え
る
が
。

小
林
町
長
答
弁

公
共
施
設
全

て
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
に
は
低
価
格

化
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
多

額
の
経
費
も
必
要
な
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
の
改
修
や
照
明
機
器
の

修
繕
等
と
あ
わ
せ
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を

図
る
よ
う
努
め
た
い
。
役
場
庁
舎

に
つ
い
て
は
、
来
年
度
か
ら
実
施

す
る
耐
震
化
等
改
修
工
事
で
の
実

施
を
検
討
し
た
い
。

　

街
路
灯
お
よ
び
防
犯
灯
に
つ
い
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一般質問

ＬＥＤ化される防犯灯

工事が進む中士幌太陽光発電所

今
後
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

�

取
り
組
み
は

バ
イ
オ
ガ
ス
を
中
心
に
太
陽
光
発
電
も
推
進

服部悦朗 議
員

て
は
、
本
年
度
予
算
で
防
犯
灯
約

３
１
０
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
７
月

末
に
完
成
予
定
で
あ
る
。

質
　
問

例
え
ば
１
０
０

ワ
ッ
ト
の
街
路
灯
は
、
同
じ

明
る
さ
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
だ
と
19
ワ

ッ
ト
で
５
分
の
１
以
下
の
消

費
電
力
に
な
る
。
一
時
的
な

投
資
は
大
き
い
が
、
そ
れ
以

上
に
経
済
効
果
を
得
ら
れ
る

と
思
う
が
。

小
林
町
長
答
弁

照
明
灯

約
５
８
９
基
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す

る
と
年
間
、
電
気
料
が
５
８

０
万
円
ほ
ど
軽
減
さ
れ
る
が
、

一
方
コ
ス
ト
面
で
は
、
灯
具
だ

け
換
え
た
だ
け
で
も
１
億
９

４
０
０
万
円
ぐ
ら
い
か
か
る
。

　

具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て

質
　
問

本
町
で
は
従
来
か
ら

バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
用
拡
大
が
図
ら

れ
、今
年
度
の
事
業
で
太
陽
光
発
電

も
実
施
さ
れ
る
が
、
今
後
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
は
。

小
林
町
長
答
弁

本
町
で
は
、

地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

策
定
し
、
二
酸
化
炭
素
排
出
量
削

減
目
標
を
掲
げ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
目
標

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
本
年
度

は
町
が
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
を

建
設
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
、
利
益
の
地
域
住
民

へ
の
還
元
、地
域
の
活
性
化
を
図
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
地
域
循
環
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ

ス
テ
ム
構
築
と
環
境
に
優
し
い
低

炭
素
型
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

よ
り
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

質
　
問

本
町
に
お
け
る
バ
イ

オ
ガ
ス
の
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

は
。小

林
町
長
答
弁

事
業
は
、
農

協
を
中
心
に
推
進
し
て
い
く
考
え

で
あ
る
。

質
　
問

十
勝
は
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
に
認
定
さ
れ
た
が
、
本

町
の
取
り
組
み
と
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
を
ど
の
様
に
結
び
つ

け
る
の
か
。

小
林
町
長
答
弁

発
電
だ
け
で

な
く
畜
産
環
境
の
改
善
、
労
力
の

軽
減
等
を
考
え
普
及
推
進
し
、
で

き
る
限
り
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市

構
想
の
中
に
盛
り
込
み
な
が
ら
有

利
な
条
件
で
進
め
て
い
き
た
い
。

は
有
利
な
財
源
、
価
格
動
向
を
含

め
で
き
る
限
り
早
く
実
施
で
き
る

方
向
で
検
討
し
た
い
。

［
　
４

　
月

　
］

２
日　

広
報
特
別
委
員
会

15
日　

広
報
特
別
委
員
会

17
日　

十
勝
町
村
議
会
議
長
会
定

例
会

23
日　

広
報
特
別
委
員
会

［
　
５
　
月
　
］

２
日　

第
２
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

15
日　

士
幌
町
商
工
会
通
常
総
会

17
日　

士
幌
町
観
光
協
会
総
会　

23
日　

東
日
本
大
震
災
支
援
協
議

会
議

会

日

誌

23
日　

十
勝
圏
活
性
化
推
進
期
成

会
定
期
総
会

28
日　

第
３
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

 

　［
　
６
　
月
　
］

５
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会

10
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

士
幌
農
協
通
常
総
会

13
日　

第
２
回
議
会
定
例
会

 

～
18
日

　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会　

　
　
　

産
業
厚
生
常
任
委
員
会　

17
日　

広
報
特
別
委
員
会

27
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　

議
員
研
修
会
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自宅のリフォームは町内業者で「キッズページ」をみてみよう！

追 一般質問の事項について、その後の動き、現在の状況を
追いました。跡 レ ポ ー ト

その後

平成25年４月より助成を実施

　町内経済の活性化を促進するため商工会と連

携し、本年４月から助成を実施。

　町民が町内の施工業者を利用して自宅のリフ

ォームを行う場合（工事額30万円以上が対象）、

10％相当の商工会発行の商品券（限度額10万円）

を助成する。

※ 助成対象の要件、助成金額等は事前に商工

会または役場産業振興課にお問い合わせを。

その後

８月１日「キッズページ」公開

　一般質問を受け、子どもホームページの作成

を開始。「キッズページ」として８月１日公開

され、子どもたちが楽しみながら自分の町を学

習できるような情報が発信されている。また、

小学校３・４年生で勉強する社会科副読本「し

ほろ」の閲覧もできる。

　キッズページは町公式ホームページから。

　http://www.shihoro. jp/

質　問　24年12月　第４回定例会

子どもホームページの開設を

　 町のホームページには子どもへの情報発信

がないが、子どもが自分の町を知り、学習でき

るような子ども向けのページを設けてはどうか。

質　問　24年６月　第２回定例会

住宅リフォームに助成を

　住宅リフォームを行う場合に、経費の一部を

助成してはどうか。町内の関連産業を中心とし

て幅広い経済波及効果が得られると考えられる

が。

答　弁

導入の方向で検討

　本町は子育て支援対策を重点施策として進め

ている。ぜひ、導入する方向で検討したい。

その後どうなったの!?その後どうなったの!?
子どもホームページ 住宅リフォーム助成

答　弁　

経済効果を調査し、実施に向け検討

　地域の事業や雇用の拡大にどのくらい波及効

果があるのか、全体的な町民のニーズや経済効

果を調査し検討したい。
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議
会
だ
よ
り
１
４
９
号
が
皆
様

の
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
小
麦
の

収
穫
を
終
え
農
家
の
皆
さ
ん
は
大

変
お
疲
れ
の
事
と
思
い
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
士
幌
農
業
の

崩
壊
に
繋
が
る
の
み
で
な
く
医
療
、

雇
用
、
食
の
安
全
な
ど
経
済
・
社

会
を
土
台
か
ら
破
壊
し
、
日
本
の

主
権
を
脅
か
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

議
会
は
、
町
民
の
皆
様
と
共
に
反

対
運
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

（
議
会
で
は
３
月
定
例
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
反
対
の
意
見
書
を
提
出
）

　
第
二
回
定
例
で
は
、
医
療
費
の

高
騰
に
伴
い
、
町
民
皆
様
に
直
接

関
係
す
る
国
保
税
条
例
の
改
正
が

あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
医
療
費

分
を
据
え
置
き
し
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
お
よ
び
介
護
納
付
金
分

の
税
率
を
改
正
す
る
も
の
で
実
質

の
負
担
増
と
な
り
ま
す
。
議
員
一

人
ひ
と
り
は
、
苦
渋
の
決
断
を
強

い
ら
れ
、
採
決
で
は
反
対
２
人
、

賛
成
９
人
で
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
を
通
じ
て
、
議
会

の
活
動
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
魅
力
あ

る
構
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
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秋
間
絋
一　

加
藤
宏
一

ら
の
助
成
金
や
補
助
金
、
町
民
皆

様
か
ら
の
会
費
、
寄
付
金
な
ど
に

よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
民
間
と

公
的
機
関
の
両
面
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
た
福
祉
に
関
す
る
事
業
を

展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
日
、
本
町
に
お
い
て
も
共
働

き
家
庭
の
増
加
や
核
家
族
化
、
少

子
高
齢
化
、
さ
ら
に
は
人
口
減
少

も
加
わ
り
、
子
育
て
の
孤
立
化
や

一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の
み

の
世
帯
が
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
今

こ
そ
、
地
域
で
の
助
け
合
い
や
協

力
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
地
域
福
祉
の
推

進
に
は
、
地
域
の
協
力
が
必
要
で

あ
り
、
身
近
に
あ
る
地
域
の
福
祉

問
題
に
目
を
向
け
、
地
域
を
繋
ぐ

役
割
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
だ
く
町
民
の
皆
様

の
存
在
が
欠
か
せ
な
い
も
の
と
思

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て

 

士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会　

会　

長　

鎌
田　

弘
美
さ
ん

　

わ
れ
ま
す
。

　

幸
い
に
も
士
幌
町
で
は
、
多
く

の
皆
様
に
サ
ロ
ン
や
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
ふ
ま
ね
っ
と
・
ガ
ン
バ
ル

ー
ン
・
お
楽
し
み
昼
食
会
等
々
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
大
変
感

謝
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
よ

り
多
く
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
働

き
か
け
、
支
援
を
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
方
々
等
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
安
全
に
生
活
が
出
来
る

よ
う
に
、
日
常
的
な
見
守
り
や
災

害
時
の
支
援
が
出
来
る
仕
組
み
作

り
も
早
急
に
構
築
し
て
参
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
の
信
頼

と
期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
地
域

　

私
は
、
先
の
役
員
改
選
に
お
い
て
、

会
長
と
い
う
重
責
を
担
う
事
と
な

り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
、
そ
の
よ

う
な
器
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、

役
職
員
皆
様
の
お
力
添
え
を
賜
り

な
が
ら
、
士
幌
町
社
協
の
円
滑
な

運
営
を
通
し
て
地
域
福
祉
の
充
実

と
発
展
の
た
め
に
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議

会
の
事
務
処
理
は「
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
」の
一
角
を
お
借
り
し
て
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民
の
中

に
は
役
場
組
織
の
一
部
と
思
っ
て

い
る
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

あ
く
ま
で
も「
社
会
福
祉
活
動
を

推
進
す
る
た
め
の
、
営
利
を
目
的

と
し
な
い
民
間
の
組
織
」で
あ
り

ま
す
。
民
間
と
言
っ
て
も
、
要
す

る
運
営
資
金
の
大
半
は
、
行
政
か

か
け
橋

の
福
祉
ニ
ー
ズ
に
常
に
耳
を
傾
け

る
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た

活
動
を
展
開
で
き
る
士
幌
町
社
会

福
祉
協
議
会
を
目
指
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
士
幌
町
議
会
を
始
め
、

町
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご

協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
、

会
長
就
任
に
あ
た
っ
て
の
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

ナイター議会開催
 ９月13日予定

　第３回定例会は、９月６日から開催を予定しています。

　また、２回目となるナイター議会を13日（金）に予定しています

ので、多くの皆様の傍聴をお待ちしています。

※詳しい日程が決まりましたらチラシでお知らせします。


